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1．はじめに

　VISION2023（ビジョン2023）は，化学工学会75周年を迎え

た2011年に総括されたビジョン2011を踏まえ，次の25年

の中間点に当たる2023年までの化学工学会のあるべき姿

と，それを実現するためのプランを描いたものである。ポ

ストビジョン委員会にて議論を進め，ビジョン2011で示

された「新化学工学体系」，産業界交流委員会による「次世

代化学産業のありかた」，「化学技術者育成」についての提

言などを踏まえて策定され，ビジョン実現のための10の

提言を具体化したアクションプランを学会全体で実行して

きた。今回，VISION2023の完成年に向けて，2021年12月

時点での各提言に関する実施状況をレビューした。

2．VISION2023提言の実施

　図1にVISION2023の全体像を示す。詳細は21頁の文書

としてWeb公開されている（https://www.scej.org/docs/general/

vision2023/VISION2023.pdf）。

　VISION2023は，化学工学の役割が「絶え間ない技術革新
（イノベーション）への貢献」，すなわち現在の化学産業およ

び関連産業における技術課題の解決と次世代技術の育成に

あるとの認識に基づき，化学工学会が「技術イノベーショ

ンを推進する産学連携拠点」として機能するための組織作

りと取り組みを提言したことが大きな特徴である。「課題

解決型およびシーズ展開型の技術イノベーション」，「産業

を超えた社会システムの革新」，「技術イノベーションを実

践する次世代ケミカルエンジニアの育成」などのキーワー

ドも提示された。

　以下に，ビジョン実現のための10の提言に関する実施

状況について記述する。

2.1　産学連携技術イノベーションの推進

　産学連携による技術イノベーションを最終目標（アウトカ

ム）とする8委員会が戦略推進センターの下に新規設置さ

れ，それぞれがユニークな活動を展開してきた。高度生産

システム検討委員会，産業界交流委員会，次世代エネルギー

社会検討委員会，AI・IoT委員会，SDGs検討委員会，

CCUS研究会は，本提言に含まれるアクションプランのう

ち「①産による技術課題提示に始まる課題解決型技術イノ

ベーションの推進」および「②学あるいは産からの技術シー

ズ提案に始まるシーズ展開型技術イノベーションの推進」

を実践している。それらの委員会（成果が非公開である高度生
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産システム検討委員会を除く）は，いずれも年会・秋季大会にお

ける特別シンポジウムやビジョンシンポジウム，あるいは化

学産業技術フォーラム，産業セッションなどにおいて検討の

成果をタイムリーに公開するだけでなく，課題の提起や意見

交流を通じて取り組みの高度化に努めており，アクションプ

ラン「③産，学からの課題提示に応じた討論会，シンポジウ

ムのアレンジ」にも継続的に取り組んできたと評価される。

　アクションプラン「④タスクフォースの設置とR&Dの実

践」に該当する取り組みとしては，例えば本会会員（有志）を

コアメンバーとするNEDO受託調査研究が挙げられる。こ

の調査研究は，戦略推進センターのメンバーと経済産業省

素材課（当時）との定期的な意見交換に端を発したもので，

エネルギー・環境先導研究プログラム（NEDO），戦略的イ

ノベーション創造プログラム（内閣府）における研究実施な

どに波及している。

　アクションプラン「⑥産学若手による萌芽的技術提案の

受け入れ，インキュベーションおよびシーズ展開型技術イ

ノベーションの支援」には，学・産の中堅・若手が主体となっ

て立ち上げた社会実装学研究会が該当する。この研究会

は，秋季大会・年会におけるオープンな議論（アクションプ

ラン③）や萌芽的コンセプトの提案などを通じて化学工学会

独自の「社会実装学の確立・体系化」を目指して活動を継続

している。この社会実装学研究会や次世代エネルギー社会

検討委員会で活動する会員を代表，コアメンバーとする複

数のムーンショットプログラム研究の実施や成書の発行

は，革新的技術の提案～社会実装にわたる化学工学的アプ

ローチのアウトカムと言えよう。

　一方，アクションプラン「⑤人材データベースの構築，

技術シーズのインデックス化」に関しては，人材育成・情

報サービス両センターが2015年に学会員管理システムを

リニューアルし，研究者検索ができるようになった。人材
（会員）と技術シーズ（特に学側会員）を繋ぐ有効なツールとし

ての活用が期待される。また，独自のデータベースを構築

してきた社会実装学研究会，産業界交流委員会，他の委員

会との連携によるアクションプランの実行と委員会活動へ

の還元（推進・新展開）が望まれる。

2.2　地域産業技術イノベーションの推進

　地域産業技術イノベーションの推進を目指して，「①地

域の技術シーズとニーズの洗い出し」，「②地域技術コン

ソーシアムの設置と技術イノベーションへの取り組み」，

「③一次～三次産業ネットワーク構築，六次産業創出に向

けた長期的取り組み」，「④家庭の省エネ・創エネ技術・シ

ステムの啓発・普及活動」，の4項目のアクションプラン

が掲げられた。「地域」にフォーカスしているため，学会と

してよりもむしろ，各支部における取り組みが中心となっ

ている。

　項目①に関しては，各支部において，セミナーや講習会

を通して，地域の技術シーズを紹介する取り組みが活発に

おこなわれている。また，複数の地域で経済産業局との意

見交換の場を設けて，産学官交流を活性化する取り組みも

進められている。これらの活動が大きな実を結ぶことを期

待したい。

　項目②に関しては，地域連携カーボンニュートラル推進

委員会の下で，化学工学会および周南コンビナート企業を

構成員とする協議会が設立し，地域技術コンソーシアムの

基盤が確立している。今後，イノベーションに向けた取り

組みを着実に進めていくことが期待される。

　項目③の一次～三次産業ネットワーク構築に向けては，

北海道支部が学会を超えた対話を通じて足がかりを構築し

ている。また，本部委員会の支援の下，東北地域にて六次

産業創出に向けたネットワークの立ち上げが進められてお

り，今後の進展が期待される。

　項目④については，北海道や東海など各支部において，

省エネ・創エネ技術・システムに関連するセミナーや見学

会が開催されている。引き続き，啓発・普及活動が実施さ

れることを期待する。

2.3　ボトムアップ型技術イノベーション活動の支援

　化学工学会は新産業の中核となる技術トピックスを持つ

ことが重要であり，そのためにシステムズアプローチによ

り複合的なアイデアで技術を統合することが必要となる。

その方法として，トップダウンではなく，少数意見を汲み

上げることが重要であり，これが技術イノベーション活動

の支援として必要である。その実現のために「①研究会を

拠点とする学会・部会横断型の産学連携イノベーションの

推進」，「②革新的提案に端を発するシンポジウム，討論会，

インキュベーション，R&Dプロジェクトの迅速な支援」の

2項目のアクションプランが提言された。

　実際に，次世代エネルギー社会検討委員会や社会実装学

創成研究会（現・社会実装学研究会），CCUS研究会は会員募

集により活動を展開し，社会の要請に対応したムーブメン

トになった。その後，このような活動を支援するために，

ボトムアップ型研究会の公募もなされ，会員の声を汲み上

げる形でインキュベーション活動を展開している。また，

社会的な背景によりカーボンニュートラル推進のための地

域連携カーボンニュートラル推進委員会が立ち上がってい

る。こちらは，スモールビジネス型での活動を展開してお

り，対象地域との議論を開始している。この他，化学工学

会の社会的価値の向上や札幌宣言 sufficiencyの具現化を達

成するためにCSR（Corporate Social Responsibility）委員会が立ち

上がり，ミッションの再定義に関する議論を展開している。
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2.4　�産学連携による学生，若手研究者・技術者のプラク

ティスプログラムの策定と実行

　プラクティスプログラムの策定と実行を目指して「①産

学若手による萌芽的技術提案，インキュベーションおよび

シーズ展開型技術イノベーションの支援」，「②学生あるい

は学生・若手教員が産学連携で設定した課題に取り組む企

業インターンシップ活動の推進と支援」，「③産学連携オー

プンイノベーションとリンクした若手技術者の大学におけ

るインターンシップ活動の推進と支援」，の3項目のアク

ションプランが掲げられた。

　項目①に関しては，2016年前後から各支部を中心に活

動していた若手研究者の会を発展させて「全国若手の会」を

組織化し，第81年会から各本部大会にて「若手研究者が考

える未来の化学工学研究」というシンポジウムを継続的に

実施している。これは，それまで実施されていた「若手・

中堅研究者の懇親・懇談会」に代わるものである。様々な

分野での先進的な学術アプローチを横断的に俯瞰し，未来

の化学工学研究を更なる高みへと発展させる糸口を掴むた

めに全国で活躍する若手化学工学研究者が参集し，主観的

な意見交換を通じてホットトピックを探ることを目指して

いる。産学若手による企画・運営がおこなわれており，プ

ラクティスプログラム実行の1つの形と言えよう。

　項目②に関しては，2006年から学生を対象としたイン

ターンシップ事業を継続しておこなっている他，2020年

から「集まれ化学工学に触れている学生諸子の会」を2回開

催している。また，2018年には，若手教員が実プラント

の設計や運転を体験する企業インターンシップに参加した

例もある。ただし，VISION 2023での狙いは，イノベーショ

ン創出を可能とする産学連携の枠組みを作ることであり，

現状のインターンシップ事業は直接相当しないものの，若

手の経験による知識深化や産学連携の一助になると考え

る。また，第 50回秋季大会でおこなわれたChem-E-Car 

トライアルが 2022年に 3年ぶりにChemical-Energy-Car 

Competition 2022としてオンラインで開催され，このイベン

トはプラクティスプログラムの1つとみなすことができる。

　一方，項目③に関しては，現状では直接相当する活動は

おこなわれていないが，若手技術者を対象とするリカレン

ト教育や基礎講習会は，産学連携オープンイノベーション

の下地となる。今後の取り組みが期待される。

2.5　部会と支部機能の更なる強化

　「①部会の機能強化」については，次に示す5項目のアク

ションプラン「産学連携オープンイノベーション推進体制

の整備と実行」，「魅力あるシンポジウム，討論会の開催
（オープンイノベーション起動）と成果の発信」，「情報発信力の

強化（人材育成のための教材，先端技術・研究に関する専門書の出版

など）」，「オープンイノベーション（インキュベーションプロジェ

クト）等を通じた若手人材育成」，「国際性強化（国際シンポジ

ウム開催と成果発信，専門書出版など）」が提言された。しかし，

実際に会長から部会改革について指示が出たのは2015年

と報告されており，部会体制の見直しの初動が少々遅れて

いたと思われる。ただし，2018年に新部会体制となった

後には，各アクションプランに関して速やかに新しい取り

組み，枠組み，プラットフォーム作りがおこなわれており，

今後更に充実していくことが期待できる。各アクションプ

ランについては，次に示す通りである。

　産学連携オープンイノベーションに関しては，部会横断

型研究会の制度が策定され，秋季大会シンポジウムとして

継続実施されているが，部会発の動きは少ないようであ

る。新部会体制が整って3年が経過したところであり，体

制が安定する今後に期待したい。魅力あるシンポジウムや

討論会については，基本的に秋季大会の部会シンポジウム

が主となっている。秋季大会以外の活動として，シンポジ

ウムや討論会を開催できるような枠組み作りが必要であろ

う。先端技術・研究に関する専門書の出版は継続しておこ

なわれている。人材育成のための教材としてAIChEで実

施されているChem-E-Car® Competitionを国内で実施でき

るようルールを変更して1回トライアル実施している。そ

れ以降は，COVID-19の影響で開催できていないが，将来

的に本導入され，多くの学生が参加する実践型のコンテス

トになることを強く期待する。現在，AIChEの2021年大

会がVirtual（Zoom）で開催されたことを参考に，2022年3月

開催の第87年会（神戸大会）ではオンラインで開催した。ま

た，部会における若手人材育成事業についての実施報告は

なかった。東海支部では，これまでの若手合宿のミッショ

ンを，「未来の化学工学を考える」ではなく「未来の化学工

学を創る」に進化させる体制改革がおこなわれたと報告さ

れている。部会でも同様に，若手人材育成をターゲットと

する事業を展開するための体制作り・整備が急務である。

国際性強化については，年会で複数部会により英語セッ

ションが運営，また，年会と併催する国際会議 International 

Chemical Engineering Symposia（IChES）の創設など，確実に

実施されている。今後の益々の進展を期待したい。

　一方，「②支部の機能強化」を目指して，「地域産業イノ

ベーションを推進する化学産業創出・育成拠点の形成」，「地

域における化学工学教育拠点の体制実現」，「地域産業ニー

ズやシーズの洗い出しを通じた化学産業技術イノベーショ

ンへの貢献」という3項目のアクションプランが掲げられ

た。第1の化学産業の創出・育成拠点の形成と，第3のイ

ノベーションへの貢献に関しては，各支部でセミナーや講

演会，見学会，更にはワークショップなどを，工夫を凝ら

しながら実施している。着実に拠点の立ち上げやニーズや
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シーズの洗い出しが進んでいる点は高く評価できる。今後

はそれらをイノベーションに繋げるための更なる仕組み作

りが期待される。また，第2の化学工学教育拠点に関して

は，化学工学系の企業が少ない北海道と東北支部を除き，

いずれも充実した講座や講習会を手厚く実施している。各

地域における重要な教育拠点の体制を実現している。

2.6　�産のニーズ・大学環境にマッチした化学工学教育プ

ログラム

　現在の化学産業にある要素技術，プロセス・システム技

術問題の解決，次世代化学産業を担う人材の基礎教育に

は，従来型のカリキュラムの羅列だけでは対応が困難であ

り，これまでとは異なる観点からのカリキュラムも必要と

なる。そのため，「①ケミカルエンジニアリングセミナー（仮

称）の創設」，「②効率的な化学工学基礎教育プログラムの

策定と必要な教材の出版」，「③インターネットによるセミ

ナーの会員への公開」，「④ダイバーシティの充実」，の4

項目のアクションプランが掲げられた。

　項目①に関しては，化学工学技士限定の「化学技術者の

知的生産性を追求するプログラム」を実施しており，化学

技術者の育成だけでなく，技術力の維持・向上のための継

続教育として，化学工学会会員のニーズに合ったプログラ

ムを提供できている。教育項目についても，「化学工学」・「プ

ロセス開発」・「プラント設計」・「プラント運転保守」・「安

全」・「環境技術」・「知的生産性の追求」と，年代，職務内

容に応じた教育プログラムが体系化されている。

　項目②に関しては，化学工学会教科書委員会編『実例で

学ぶ化学工学－課題解決のためのアプローチ－』（丸善出

版，2022）の出版を実現しており，大学での化学工学に関係

する講義が減少している中，化学工学以外の学科・コース

における講義でも使用できる内容となっている。化学工学の

基礎から応用事例まで，幅広い内容が含まれているため，

多くの教育機関で利用されるよう広報にも注力して欲しい。

　項目③に関しては，化学工学会ホームページにおいて，

「技術者教育」・「化学工学教育」ページを設置しており，ペー

ジ内には『初めての化学工学』（化学工学会高等教育委員会編，丸

善出版，2007）に関するWeb教材も含まれている。また，支

部ごとに様々な基礎講座，演習講座，講習会，サロンを実

施しており，支部ホームページにより開催情報を会員へ広

く公開している。このように，会員に対するオンライン教

育は充実している。2020年以降のCOVID-19禍では，学会，

支部における基礎講座，演習講座，講習会，サロンの開催

はオンライン化され，インターネットを通じた会員の行事

参加も充実している。ただし，これらの充実したWebコ

ンテンツは，会員全体へ十分に広報されているとは言え

ず，今後，より多くの会員に活用してもらう工夫が必要と

考えられる。

　項目④に関して，2011年より化学工学会賞として女性

賞を制定し，女性技術者や研究者のロールモデルの見える

化を推進している。また，「女性技術者ネットワーク」や年

会時の「女性技術者フォーラム」を継続的に開催しており，

情報交換やネットワーク作りの場を提供している。会員（正

会員＋学生会員）に対する女性の割合は，2003年から2021年

にかけて3％から9.5％に増加した。2021年度の理事会で

は，理事25名のうち女性5名，監事2名のうち女性1名と

積極的な女性登用が進められている。また，学会内の戦略

的な取り組み議論をする戦略企画会議でも，委員19名の

うち女性5名に加え，理事以外の若い会員4名を登用し，

多様な視点を取り込んでいる。ただし，各委員会，本部大

会におけるオーガナイザーや招待講演者の女性や若手の比

率の向上も重要であり，支部や部会を含めたダイバーシ

ティ推進の意識共有が必要である。

2.7　主催シンポジウムの質とインパクトの更なる向上

　シンポジウムの質とインパクトの向上を目指して「①産

学連携イノベーション起動（討論会等）と成果発信の場の提

供」，「②学会・部会横断型シンポジウムの支援」，「③シン

ポジウムの評価の再考」，の3項目のアクションプランが

掲げられた。

　表1に年会および秋季大会での本部主催シンポジウムの

開催状況を示す。化学産業技術フォーラム，ビジョンシン

ポジウム，特別シンポジウム，産業セッションなどで，従

来はなかった，部会に代表される専門分野を超えた，時に

は化学工学の枠を超えた，大きなシステムや中長期的な将

来展望に係る議論や提案ができたことは，化学工学に相応

しい価値ある取り組みである。産と学が1つのテーマにつ

いて発信し議論できる場も格段に増えた。ただ，企業会員

は，ビジョンシンポジウムで基調講演される方から，現場

で化学工学に接している方まで幅広い。様々な要望に応え

るために，産業セッションのように，企業会員による立案・

運営を通して，企業会員が学会に求めるものを抽出して学

会イベントに結実させる志向を今後も続けて欲しい。部会

横断型シンポジウムは興味深いものが多いが，部会での議

論を基礎とした横断には必ずしもなっていないという印象

を受けるものもある。

　また，VISION2023では，学会のアクティブさを示す1

つの指標は本部大会の参加者数であり，「Ⅰ．新規会員を

増やすには，大会に参加してもらい，学会の良さを認めも

らうことに尽きる」，「Ⅱ．化学工学会が技術イノベーショ

ンを推進する姿を学会の外側からも見える形で示した

い」，「Ⅲ．産のニーズあるいは技術シーズを上手くトピッ

クスとして選び，迅速にシンポジウム化する」などが具体
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的に述べられている。このうち，Ⅱについては技術イノベー

ションにとどまらず社会システム変革にも係る議論を展開

しており，VISION2023を超えた部分もある。Ⅲについて

も，トピックスの選択，迅速さは優れており，VISION2023

実現の提案に叶った試行であると評価できる。VISION2023

のトピックスと基礎内容の深化に関する発表の区別は重要

な指摘だが，実現に向けた具体的な提案はなかったと思わ

れる。

2.8　国際化推進

　技術イノベーションを通じた化学工学の深化と進化の国

際的発信を目指し，国際化推進のため「①本部主催大会，

展示会事業の国際化推進」，「②Chemical Engineering News 

Japanなどを媒体とする情報発信」，「③アジアにおける人

的・組織的ネットワーク構築と法人・個人会員の国際展開

支援」，「④国際人材育成のプラン構築と実行」の4項目の

アクションプランが掲げられた。

　本部主催大会の国際化の一環として，2011年に制定され

たアジア国際賞（The SCEJ Award for Outstanding Asian Researcher and 

Engineer）の受賞講演を核とする国際セッションを定着，他

にも部会主催の英語でのシンポジウムや連携協定を締結し

ている海外の学協会とのジョイントシンポジウムが継続的

に実施されている。2019年4月には，更に大会の国際性を

高めるために，年会と併催する国際会議 IChES（International 

Chemical Engineering Symposia）が創設された。その後，APCChE 

2019（札幌）では，様々な国の学生がSDGsに貢献する研究

提案をおこなうStudent programを新たに企画し，国内から

は大学生に加えて地元の高校生も参加，国を超えた学生同

士の活発な交流の場となった。また，SDGsに関連する10

の特別セッションが企画され，札幌宣言が採択，アジア・

太平洋地域の国とSDGs達成に向けたビジョンを共有して

いる。INCHEMやACHEMA，AchemAsiaといった展示会

事業についても，DECHEMAとのジョイントフォーラム

やレセプションを開催するなど積極的に国際化を進めてい

る。2020年より，国際交流センターから海外地域委員へ

毎月メールマガジン“SCEJ News letter”の配信をおこなっ

ている。また，ドイツ，アメリカ，中国，韓国，台湾と

MOUを締結することで組織的ネットワークを構築し，互

いの年会などでジョイントセッションやレセプションを開

催しており，会員の国際展開を支援している。

　2020年以降は，COVID-19の影響で留学生の来日をはじ

め国際的な行事の多くが中止となり，国際化の進展が滞っ

てしまった。その一方で，オンラインを活用した国際会議

が徐々に増え，国内にいながら容易に世界中の研究者と情

報交換ができることが共通認識となりつつある。今後は，

オンサイトとオンラインを上手く活用し，新たな国際交流

行事のあり方やコミュニケーション方法を見出していくこ

とが重要となる。

2.9　Journal of Chemical Engineering of Japanの新展開

　“Journal of Chemical Engineering of Japan（JCEJ）”の新展開

を目指して，「①オンリーワンジャーナルの確立と質の向

上」，「②真の国際化と評価の向上」，「③利便性向上と活性

化」，の3項目のアクションプランが掲げられた。

表1　本部主催シンポジウムの開催状況

化学産業技術
フォーラム 国際シンポ 産業セッション ビジョンシンポ 特別シンポ

工学院大 2012年会 77 ○ ○
東北大 秋季 44

阪大 2013年会 78 ○ ○
岡山大 秋季 45

岐阜大 2014年会 79 ○ ○
九大 秋季 46

芝工大 2015年会 80 ○ ○ ○
北大 秋季 47 ○
関大 2016年会 81 ○ ○ ○

徳島大 秋季 48 ○
芝工大 2017年会 82 ○ ○ ○

名古屋大 秋季 49 ○ ○
関大 2018年会 83 ○ ○

鹿児島大 秋季 50 ○ ○
芝工大 2019年会 84 ○ ○ ○

Web 2020秋季 51 ○ ○
芝工大 2021年会 86 ○ ○ ○
岡山大 秋季 52 ○ ○
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　査読プロセスの質の維持向上のために，ジャーナルの位

置づけ・名称の見直しに至るまで，様々な取り組みと議論

がおこなわれている。JCEJについては，リジェクト率を

上げることによって掲載論文の質的向上を達成，並びに，

国際的なエディトリアルボードと査読者データベースの整

備を達成し，大きな進展を遂げた。ただし，インパクトファ

クターの向上には至っていない。和文誌についても，2021

年に投稿数が増加した。この要因分析により，継続的な増

加に繋げることが期待される。

　学術界全体として，ジャーナルを取り巻く状況が大きく

変わる中，産学連携が活発な化学工学会ならではの良さを

取り込んでいくことによって，ステータスを更に向上でき

ると期待される。そのための議論の継続とリソースの確保，

アクションの実行が望まれる。なお JCEJは，J-STAGEを

利用した化学工学会の出版から，海外出版社へ移行する方

針が打ち出されており，ある出版社を具体的な移行先とし

て交渉することが決定している。現在，2023年1号出版時

の移行を目指して同出版社との交渉がおこなわれている。

2.10　�ウェブコンテンツ・デザイン刷新による社会への情

報発信力と会員サービスの向上

　情報発信力と会員サービスの向上を達成するため，「①

Chemical Engineering News Japan（仮称）の開設あるいはホー

ムページデザインの刷新による情報発信力の大幅な強化」，

「②学会からの発信情報の完全電子化に向けたウェブのデザ

イン」，「③コミュニケーション機能，マイページ機能を通じ

た会員サービス」の3項目のアクションプランが提言された。

　2011年以降，電子図書館の充実を目指して書籍や講演

要旨集等のリスト化がおこなわれ，それらを全国から集め

てアーカイブ化が進められた。その後，2015年にホームペー

ジが刷新され，マイページ機能が導入された。日本語ホー

ムページはかなり整然と整えられ，化工誌電子版の新設な

ども進められた。一方，英文ホームページに関する取り組

みについては，大きな前進はない。

　また，オンライン学会会場としての“GOING VIRTUAL”の

開設，マイページを通じた会員利便性の向上など，裾野の

拡大に繋がる多方面での活動が精力的に進められている。

一方で，このようなボトムアップ的取り組みの進展に対

し，「社会への情報発信力の向上」という全体像の構築につ

いては，第52回秋季大会より注目講演をプレスリリース

する仕組みの再導入がスタートしているものの，まだこれ

からの状況にある。提言作成時に「ITを駆使した情報発信

を担う部署の設置が必要」という意見が提出されているよ

うに，ニーズに対応できる技術チームの編成実行は重要な

施策である。そして，社会への訴求性のある施策設計を進

めるには，学会内外，国内外の視点に基づくニーズの再整

理が必要と考えられる。情報の基盤は着実に整備されてい

るため，これを発信力に繋げていくためには，予算との兼

ね合いもあるが，スマートフォン対応やTwitter・YouTube・ 

Facebookなどのグローバルプラットフォームを活用し，タ

イムリー且つ持続的に外部に繋がる仕組みが必要となる。

　他にも会員サービス向上のために，学生に対するサポー

トだけではなく，企業からの相談が容易になるようなチラ

シの作成（東北支部）や，Zoomを用いた懇話会や講習会の無

料・非会員への開放（北海道支部）など，学会外からのアクセ

スを増やそうとする試みもおこなわれており，こういった

自律的な動きをバックアップできる体制も望まれる。

3．おわりに

　VISION2023は，未曾有の災害となった東日本大震災の翌

年（2012年）に策定され，それから約10年が経過した。その間，

数十年に一度という大きな自然災害が繰り返され，果てに

はCOVID-19によるパンデミックが起こり，世界は極近未来

の予測すら困難な混沌とした時代に入ったように見える。

　今回のレビューを始めるに当たっては，ビジョンの意義

と役割について懐疑的な見方をする会員やビジョンの存在

を知らない会員が一定数いることを承知していたが，レ

ビューを通じて化学工学会全体がしっかりとVISION2023

を目指して活動を進めてきたことを再認識することができ

た。次期ビジョン（VISION2036）は次年度に策定される見込

みであるが，将来予測が益々難しくなった時代であるから

こそ，本会会員が「化学工学と化学工学会のあるべき姿」を

共有するためのビジョンの重要性を確信するに至った。

　しかし，VISION 2023実現のための取り組みを絶え間な

く続けるには人材のリレーが重要である。例えば，本会理

事の任期は2年であるため，ビジョンの期間が12年であれ

ば，その期間中に6回の交代がおこなわれる。今回のレ

ビューでも散見されたが，当初はビジョンがしっかりと意

識され引き継がれていても，期間の後半は息切れや忘却が

起こることがある。各種委員会委員や部会・支部幹事等の

交代時には，ビジョン実現のための取り組み実績と評価，

課題などの引き継ぎを徹底することが必要であろう。ま

た，アカデミアと産業を取り巻く環境が驚くほど早く変

化する中で，アクションプランを期間中に見直し，それ

に合わせて体制と取り組みを変えていく組織のDynamic 

Capabilitiesも必要となる。

　化学工学という学問は，絶滅危惧種と言われており，本

会の会員数は減少の一途，財務状況も悪化している。その

一方で，「2050年までのカーボンニュートラル社会実現」

のようなグローバル且つ猶予期間付きの目標を達成するた

めの総合知，俯瞰的視点，異分野の結合・融合による科学
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技術イノベーションなどの重要性が増しており，それ故に

化学工学とケミカルエンジニアに対する要請が高まってい

る。そこで，CO2削減という地球課題解決に向けての政策

提言と社会実装を具現化すべく，化学工学会会長直下の組

織として，地域連携カーボンニュートラル推進委員会が設

置され，各地域の状況に合わせた一次・二次・三次産業連

携，コミュニティ連携によるカーボンニュートラルグラン

ドデザインの策定，そのために必要な技術開発推進，産学

官の連携，学際融合から化学工学が挑むゼロエミッション

について，多様な視点で議論を展開している。

　本レビューが，VISION2023期間終盤の各種の取り組み

強化，そして，新ビジョンのリファレンスとなれば幸いで

ある。

【VISION2023レビュー委員会】

加納　学（京都大），北川尚美（東北大），下山裕介（東京工業大），

杉山弘和（東京大），高見誠一（名古屋大），田中茂穂（三菱ケミ

カル），林潤一郎（九州大），藤岡惠子（ファンクショナル・フル

イッド），藤岡沙都子（慶應義塾大），堀河俊英（徳島大），松田圭悟
（山形大）

提言 本文提言詳細 現　　状 コメント

提言1

産学連携技術イ
ノベーションの
推進

①産による技術課題提示
に始まる「課題解決型」
技術イノベーションの
推進

8委員会が発足し，産学が共同・連携して活動
を展開している。ほぼ全ての委員会がレポート，
書籍などを公開すると共に継続的にシンポジウ
ムを開催するなど，活発な活動が持続している。

活動中の委員会の多くはトップダウ
ン型であるので，ボトムアップ型委
員会（研究会）の充実も望まれる。

②学あるいは産からの技
術シーズ提案に始まる
「シーズ展開型」技術イ
ノベーションの推進

産からの提案によって地域連携カーボンニュー
トラル推進委員会，産業界交流委員会が，学か
らの提案による，社会実装学研究会が発足し，
活動している。

委員会（研究会）活動は概ね活発であ
るが，シーズ展開型イノベーション
を前面に押し出した組織的取組の強
化が望まれる。

③産，学からの課題提示
に応じた討論会，シン
ポジウムのアレンジ

産業セッション，化学産業技術フォーラム，特
別シンポジウムを合わせた年会・秋季大会にお
けるシンポジウム開催数は約40に及んでおり，
活動は活発と言える。

容易ではないが，シンポジウム開催
の波及効果の検証を含めた評価と
フィードバックがあれば，シンポジウ
ムの意義は更に高まるのではないか。

④タスクフォースの設置
とR&Dの実践

高度生産システム検討委員会では，産学連携研
究が継続的に発展した。経済産業省との定期的
な意見交換会などを契機とする調査研究受託の
事例もある。

左記の調査研究は本会会員をコアメ
ンバーとする研究開発プロジェクト
に発展したが，そのようなR&Dプロ
ジェクトの事例は少数にとどまる。

⑤人材データベースの構
築，技術シーズのイン
デックス化

学会員管理システムがリニューアルされ，研究
者検索が可能となった。

人材と技術シーズを繋ぐ有効なツー
ルとしての活用が期待される。

⑥産学若手による萌芽的
技術提案の受け入れ，
インキュベーションお
よびシーズ展開型技術
イノベーションの支援

社会実装学研究会は，産学の若手・中堅研究者，
技術者による提案の母体として活発に活動して
おり，提案の一部は大型プロジェクトに繋がっ
ている。

左記を含めた若手・中堅の萌芽的技
術提案に基づくプロジェクトやその
成果（アウトカム）をアピールする仕
組みの構築も望まれる。

提言2

地域産業技術イ
ノベーションの
推進

①地域の技術シーズと
ニーズの洗い出し

アカシアセミナー（北海道），東北経済産業局と
の意見交換（東北），機器分析講習会コース（東
海），技術シーズフォーラム（関西），新技術交
流会（中国四国），講演会（九州）等を開催した。

各支部において，セミナーや講習会
を通して，地域の技術シーズを紹介
する取り組みがなされている。また，
経済産業局との意見交換，地区強化
特別WGの設置など，地域産業ニー
ズの洗い出しも進められている。

②地域技術コンソーシア
ムの設置と技術イノ
ベーションへの取り組
み

アカシアセミナー（北海道），技術シーズフォー
ラム・台湾化学工程学会との交流事業（関西），
新技術交流会（中国四国）等の活動がおこなわれ
ている。地域連携カーボンニュートラル委員会
の下，化学工学会と周南コンビナート企業の協
議会が設立した。

各支部で研究会やセミナーを通して，
技術イノベーションに向けた取り組
みがおこなわれている。これらの活
動が実を結ぶことを期待したい。ま
た，地域技術コンソーシアムに関し
ては基盤が確立しつつあるため，着
実に推進していくことが望まれる。

③一次～三次産業ネット
ワーク構築，六次産業
創出に向けた長期的取
り組み

北海道支部が北海道バイオ工業会など学会を超
えた対話を通して，一次～三次産業ネットワー
クの足がかりを構築している。本部委員会の支
援の下，東北地域で六次産業創出に向けたネッ
トワークの立ち上げを進めている。

一次～三次産業ネットワーク構築に
向けて，北海道支部が積極的な活動
を展開している。東北地域でも，六
次産業創出に向けた活動が展開しつ
つある。

④家庭の省エネ・創エネ
技術・システムの啓発・
普及活動

北海道支部にて，「高効率エネルギー利活用」「エ
ネルギー供給と利用の将来」をテーマにしたセ
ミナーを，東海支部にて，「省エネ最前線」「エ
ネルギーマネージメント」をテーマにした講演
見学会を開催した。

北海道支部と東海支部においてセミ
ナーと見学会が開催された。引き続
き，啓発・普及活動が実施されるこ
とを期待したい。また，現状報告の
なかった支部において活発な取り組
みがおこなわれることが望まれる。

表2　VISION2023　提言の現状と評価
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提言 本文提言詳細 現　　状 コメント

提言3

ボトムアップ型
技術イノベー
ション活動の支
援

①研究会（仮称）を拠点と
する学会・部会横断型
の産学連携イノベー
ションの推進

社会実装学創成研究会（現・社会実装学研究会），
CCUS研究会が新規設置され，活動を展開して
いる。

ボトムアップ型研究会の更なる展開
が期待される。

②革新的提案に端を発す
るシンポジウム，討論
会，インキュベーショ
ン，R&Dプロジェク
トの迅速な支援

社会的な背景によりカーボンニュートラル推進
のための地域連携カーボンニュートラル推進委
員会が，化学工学会の社会的価値の向上や札幌
宣言 sufficiencyの具現化を達成するためにCSR
（Corporate Social Responsibility）委員会がそれぞ
れ立ち上がっている。

幅広い視点での課題解決やミッショ
ンの最適化など新展開が期待され
る。

提言4

産学連携による
学生，若手研究
者・技術者のプ
ラクティスプロ
グラムの策定と
実行

①産学若手による萌芽的
技術提案，インキュ
ベーションおよびシー
ズ展開型技術イノベー
ションの支援

各支部における若手研究者の会を発展させ，第
81年会より「若手研究者が考える未来の化学工
学研究」というシンポジウムを継続的に実施し
ている。

全国で活躍する若手化学工学研究者
が参集し議論することで，様々な分
野における技術イノベーションの糸
口となると期待できる。企画・運営
も若手によっておこなわれており，
プラクティスプログラムとして機能
している。

②学生あるいは学生・若
手教員が産学連携で設
定した課題に取り組む
企業インターンシップ
活動の推進と支援

2006年から学生対象のインターンシップ事業
を継続しておこなうほか，2020年から「集まれ
化学工学に触れている学生諸子の会」を開催し
ている。若手教員の企業インターンシップの例
もある。またChem-E-Car トライアルが2022年
に 3年ぶりに Chemical-Energy-Car Competition 
2022としてオンラインで開催される。

産学の連携を進める諸事業は，若手
の経験による知識深化や産学連携の
一助になると考える。また，Chemical- 
Energy-Car Competitionはプラクティ
スプログラムの1つとみなすことが
できる。

③産学連携オープンイノ
ベーションとリンクし
た若手技術者の大学に
おけるインターンシッ
プ活動の推進と支援

特段の活動をおこなっていない。 現状では直接相当する活動はおこな
われていないが，若手技術者を対象
とするリカレント教育や基礎講習会
は，産学連携オープンイノベーショ
ンの下地となる。今後の取り組みが
期待される。

提言5

部会および支部
機能の更なる強
化

①部会の機能強化
・産学連携オープンイノ
ベーション推進体制の
整備と実行

新部会体制となり，各アクションプランに関し
て速やかに新しい取り組み，枠組み，プラット
フォーム作りがおこなわれている。部会横断型
研究会の制度が策定され，秋季大会シンポジウ
ムとして継続実施も，部会発の動きは少ない。

2015年に部会改革指示が発出され
たものの，部会体制見直しの初動が
遅れた。2018年の新部会体制確立 
後，体制が機能し始めた。今後の充
実に期待。

・魅力あるシンポジウ
ム，討論会の開催（オー
プンイノベーション起
動）と成果の発信

秋季大会の部会シンポジウムが主である。 秋季大会以外のシンポジウムや討論
会を開催する枠組み作りが必要。

・情報発信力の強化（人
材育成のための教材，
先端技術・研究に関す
る専門書の出版など）

先端技術・研究に関する専門書の出版は継続し
ておこなわれている。人材育成教材として学生
参加の実践型コンテストChem-E-Carトライア
ルを開催。

今後も継続が必要。

・オープンイノベーショ
ン（インキュベーショ
ンプロジェクト）等を
通じた若手人材育成

未着手 若手人材育成事業展開に必要な体制
作り・整備が急務。

・国際性強化（国際シン
ポジウム開催と成果発
信，専門書出版など）

年会で複数部会が英語セッションを運営。
IChESの主要セッションを創設。

確実に実施されている。今後の益々
の進展に期待。

②支部の機能強化
・地域産業イノベーショ
ンを推進する化学産業
創出・育成拠点の形成

各支部で経済産業局との意見交換をはじめ，産
官学の連携を目指したセミナーや講演会，見学
会，更にはワークショップなどを，工夫を凝ら
しながら実施。

情報交換や意見交換といったレベル
では着実に進展している。今後は，
産業創出・育成拠点の形成に向けた
アクションが期待される。

・地域における化学工学
教育拠点の体制実現

化学工学系の企業が少ない北海道と東北支部を
除き，各支部で充実した講座や講習会を手厚く
実施。

各地域における重要な化学工学教育
拠点の体制を実現している。

・地域産業ニーズやシー
ズの洗い出しを通じた
化学産業技術イノベー
ションへの貢献

特色ある取り組みとして，関西支部ではビジネ
ス展開に繋げる試み，九州支部ではワーク
ショップを開催し会員の掘り起こしに貢献，山
口地区懇話会では，グループ討論をおこない，
提案発表に対してディベートを実施。

着実に，拠点の立ち上げやニーズ
やシーズの洗い出しが進んでいる
点は，高く評価できる。今後は，そ
れらをイノベーションに繋げるた
めの更なる仕組み作りが期待され
る。
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提言 本文提言詳細 現　　状 コメント

提言6

産のニーズ・大
学環境にマッチ
した化学工学教
育プログラム

①ケミカルエンジニアリ
ングセミナー（仮称）の
創設

化学工学技士限定の「化学技術者の知的生産性
を追求するプログラム」の実施。

「化学工学」・「プロセス開発」・「プ
ラント設計」・「プラント運転保守」・
「安全」・「環境技術」・「知的生産性
の追求」と，年代，職務内容に応じ
た教育プログラムが体系化されてい
る。

②効率的な化学工学基礎
教育プログラムの策定
と必要な教材の出版

化学工学会教科書委員会による『実例で学ぶ化
学工学 課題解決のためのアプローチ』を出版。
化学工学の基礎から応用事例まで，幅広い内容
が含まれている。

大学における化学工学における講義
が減少している中，化学工学以外の
学科・コースにおける講義でも使用
できることを想定した内容となって
いる。

③インターネットによる
セミナーの会員への公
開

化学工学会ホームページにおいて，「技術者教
育」・「化学工学教育」ページ設置。
COVID-19禍において，学会，支部における基
礎講座，演習講座，講習会，サロンのオンライ
ンによる実施。

化学工学会，各支部におけるホーム
ページの情報掲載は充実しており，
基礎講座，講習会等の開催情報は，
会員へ広く公開されている。また，
COVID-19により，学会行事の開催
のオンライン化が進んでいる。

④ダイバーシティの充実 個人会員に対する女性会員は9.5％まで上昇。
理事25名中女性は5名，監事2名中1名女性となっ
ており，女性登用も進んでいる。男女共同参画
委員会により，年会でのフォーラム開催など，
情報交換やネットワーク作りの場を継続的に提
供。

ダイバーシティは確実に充実してい
る。ただし，各委員会，本部大会に
おけるオーガナイザーや招待講演者
の女性や若手の比率の向上も重要で
あり，支部や部会を含めた意識共有
が必要。

提言7

主催シンポジウ
ムの質とインパ
クトの更なる向
上

①産学連携イノベーショ
ンの起動（討論会等）と
成果発信の場の提供

化学産業技術フォーラム，特別シンポジウム，
ビジョンシンポジウム，産業セッションの中で
産学が共有する課題を取り上げ，総合討論によ
る産と学，異分野の接点形成・融合を促進しイ
ノベーション起動の場を提供。

これらのセッションで比較的大きな
テーマの下に産学が情報と見解を発
信し議論する場を多数作れたのは
VISION2023実現に向けた着実な前
進だが，未だ成果が目に見える段階
ではない。

②学会・部会横断型シン
ポジウムの支援

秋季大会における部会横断型シンポジウム，年
会時の海外学会とのジョイントセッション，第
84年会で志向された調理科学との異分野融合
セッションなど，他学会との分野横断シンポジ
ウムが多数おこなわれている。

他部会との交流が新たな研究課題・
分野の進展に繋がっているかが不明
であり，元の部会セッションとの住
み分けが今後の課題だろう。他学会，
異分野との共同企画は単発的なもの
が多く，新規領域の展開には至って
いない。

③シンポジウム評価の再
考：シンポジウムの質
とインパクトの向上，
部会機能の強化

ビジョンシンポジウムでの化学工学の中長期的
なビジョンや今日的な課題の講演・討論など，
発信する情報の質が高まりインパクトの強い
セッションを創設した。セッション構成では，
年会と秋季大会の差別化が図られた。

シンポジウムの質とインパクトは向
上している。ただし，この10年間
の本部主催シンポジウムの改変が，
部会機能の強化に繋がったと考えら
れる現象は見当たらない。

提言8

国際化推進 ①本部主催大会，展示会
事業の国際化推進

本部主催大会では，国際セッションを定着，年
会と併催する国際会議 IChESを創設。札幌で
APCChE 2019を開催。展示会事業では，INCHEM，
ACHEMA，AchemAsiaで合同フォーラム開催
やブース提供を推進。

着 実 に 国 際 化 が 推 進 さ れ た。
APCChE2019では札幌宣言が採択
され，SDGs達成に向けたビジョ
ン共有により，アジア太平洋地域
のパートナーシップは今後益々加
速すると期待。国際的な産学連携に
ついても，更なる促進が期待され
る。

②Chemical Engineering 
News Japan（仮称）など
を媒体とする情報発信

国際交流センターから海外地域委員へ毎月メー
ルマガジンを配信。

メルマガでは JCEJの案内が配信さ
れているが配信対象者の増加と内容
の充実化が課題。海外の研究者・技
術者の IChESや INCHEMへの参加
を促すようなインパクトある内容の
速報的な発信が望まれる。

③アジアにおける人的・
組織的ネットワーク構
築と法人・個人会員の
国際展開支援

ドイツ，アメリカ，中国，韓国，台湾とMOU
を締結。国際交流センターでは，アジア国際賞
受賞者による年会・IChESでの講演を継続的に
実施。関西支部では，台湾－日本のシンポジウ
ム，留学生との交流会等を開催し産学の交流を
深めている。

MOUの締結により，組織的なネッ
トワークを構築している。今後は，
オンサイトとオンラインを上手く活
用し，新たな国際交流行事のあり方
やコミュニケーション方法を見出し
ていくことが重要となる。

④国際人材育成のプラン
構築と実行

海外インターンシップを検討したが実施には
至っていない。

国際的に活躍する化学工学系人材の
育成は個々の研究室・学科・専攻単
位での教育では困難。産学が連携し
たグローバル人材育成の仕組み作り
が望まれる。
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提言 本文提言詳細 現　　状 コメント

提言9

Journal of Chemi-
cal Engineering 
of Japanの新展開

①オンリーワンジャーナ
ルの確立と質の向上

査読の厳密化と掲載論文の質向上に取り組んだ
結果，目標を達成できた。関連分野特集等によ
る異分野連携・融合の促進等，求心力強化に向
けた取り組みも実施。

査読の厳密化と掲載論文の質向上に
ついては目的を達成，進展があった。
今後，化学工学会の強みである産学
連携を起点として，更なる発展に繋
げていくことが望まれる。

②真の国際化と評価の向
上

国際的なエディトリアルボードと査読者データ
ベースの整備を進め，目的を達成した。新たな
論文評価指標や，ジャーナル名の改称，和文誌
の位置づけの見直しについても議論を進めてい
る。

国際的エディトリアルボードと査読
者データベースの整備については目
的を達成。和文誌については 2021
年に投稿数が増加。原因分析によっ
て，継続的な増加に繋げていくこと
を期待。

③利便性向上と活性化 Web刷新や注目論文の見える化による訴求力向
上に取り組んだ。2021年秋季大会では注目論
文を化学工学会Webページでプレスリリース
した。国際出版社との連携を検討した結果，
JCEJはある出版社を具体的な移行先とした交
渉開始。

Web刷新や国際出版社との連携によ
り，利便性向上と活性化が期待でき
る。注目論文の選定やプレスリリー
スなど，個々の研究にスポットライ
トが当たるような工夫がされた。国
際出版社との連携による更なる発展
を期待。

提言10

ウェブコンテン
ツ・デザイン刷
新による社会へ
の情報発信力と
会員サービスの
向上

①Chemical Engineering 
News Japanの開設ある
いはホームページデザ
インの刷新による情報
発信力の大幅な強化

英文HPの強化を企図したWGを設置。HP委員
会を開催できておらず，詳細検討は進められて
いない。

HP訪問や利用を通した情報発信力
の強化とは何か，システム全体の構
想検討が必要と思われる。

②学会からの発信情報の
完全電子化に向けた
ウェブのデザイン

日本語HPの明快化，電子図書館の充実（本部大
会，支部大会要旨のコンテンツ追加），化工誌
電子版の新設。

情報の電子化作業と基盤整備は着実
に進められており，外部に発信でき
るシステムとの連携が次の課題とな
る。

③コミュニケーション機
能，マイページ機能を
通じた会員サービス

マイページ開設，若手懇談会，学会YouTubeで
の動画配信，企業からの相談先案内チラシの作
成，無料・非会員開放オンライン講演会。

利便性向上，裾野拡大に繋がる活動
が各支部で精力的に取り組まれてい
る。各支部の自律的な動きを全体と
してバックアップする体制が望まれ
る。

2020年4月より「化学工学－電子版－」を配信しています

 化学工学会情報サービスセンター

PC，スマホに対応。お気に入り記事登録機能付き！
（毎月の10日頃発行です。）
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